
１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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 編集後記

　5月16日に「政治分野における男女共同参画推進法」が成立した。昨年の通常国会で成立が

見込まれていたものが採決に至らず廃案となっていたため、ようやく成立までたどり着いたと

いう印象である。これにより、選挙の際に男女の候補者ができる限り均等となることを目指す

という基本原則に沿って、政党や政治団体には男女の候補者数について目標設定をするなど、

自主的な取り組みについての努力義務が課されることとなった。ただし目標設定が法的拘束力

をもたないことから、実効性に対しては疑問視されている。

　本誌では、昨年4月号掲載の千葉景子元参議院議員へのインタビューの中で、政治の場への

女性の参加拡大を取り上げたが、そこでは戦後参政権を得た女性たちが「祭りのようなノリ」

で初めての選挙に立候補したり、応援演説に参加した様子が話題となった。来春の統一地方選

挙で、新法の理念を実現するにはまず、女性の候補者を「育成」するという発想から脱却する

ことが必要なのかもしれない。

 

（谷本有美子）

巻頭言
　「働き方改革」といえば電通社員だった高橋まつりさんの過労死事件をすぐ思い浮か

べる。電通「鬼十則」の第5「取り組んだら放すな！殺されても放すな！」に象徴され

る過酷な労働環境の中で心身を消耗させられ、自殺に追い込まれた前途有為な女性の

ことだ。あの悲劇を二度と繰り返すなと誰もが思い、安倍首相自身も施政方針演説で

そう述べた。ところが現在審議されている「働き方改革」法案は国民の悲痛な願いに

どこまで応えているのか多くの疑問が残る。

　法案には時間外労働が月間最長「100時間未満」とあり、過労死ラインといわれる月

間80時間を20時間近く超えても合法とされているのには唖然とした。労働者の健康よ

りも企業の都合を優先した結果である。

　当初法案に含まれていた裁量労働制の適用範囲の拡大は根拠となる調査資料の瑕疵

が明らかになった結果、削除された。この制度には労働者が自分の裁量で伸縮的な働

き方ができる長所がある一方、仕事のやり方や量について実質的に裁量権のない労働

者への制度の恣意的適用が行われると長時間労働から過労死に至るリスクが高い。政

府は制度の長所面だけ強調する態度は変えず、資料精査の上、再度法制化を図る意向

と言われる。

　法案の焦点の一つである高度プロフェッショナル制度は年間給与が1,075万円以上の

一部専門職を労働時間法規から除外し、彼らが柔軟な形で効率的に働けるようにする

ものであると政府は説明している。野党は高プロ制度が裁量労働制以上に危険な長時

間労働を招くとして撤回を求め続けている。高プロ制度は残業代ゼロ制度ともいわれ

る。残業割増賃金制度には企業の負担を高め、労働者の健康を守る目的がある。ここ

でも法案は労働者の健康よりも企業の利益を優先していると言わざるを得ない。

　総じて本法案は労働者の「働き方」ではなく、企業の「働かせ方」の自由度を高め

る改革の色彩が濃い。5月中旬には、上述した調査データの精査結果が厚労省から発表

されたが、それによれば全データの約2割が異常値として削除対象となった。これを

受けて立憲民主党など主要野党は、一致して本法案の撤回を政府に要求している。

　そもそも今国会における混乱は森友・加計学園問題等にみられる権力の乱用問題、

自衛隊PKO活動日報の隠ぺい問題、財務省等の公文書改ざんや幹部官僚の醜聞、そし

て何よりも働き方改革法案の根拠である調査データの瑕疵、など重大な失政の頻発に

よって引き起こされた。さらに審議の遅れから同一労働同一賃金、など同法案の重要

な論点についての審議も尽くされていない。このような状況下で強行採決の暴挙は絶

対に許されない。政府は率直に反省し、一から出直すべきである。政府の失政をただ

すまっとうな野党の奮闘に期待する。 ［2018年5月22日脱稿］

「
働
き
方
改
革
」
法
案
の
撤
回
を
求
め
る

巻頭言

岡 

眞
人

横

浜

市

立

大

学

名

誉

教

授

神
奈
川
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
）

（  



 1 

 
 2018 年 3 月 14 日神奈川県地域労働文化会館において、神奈川自治研センター2017 年度第 3 回

人口減少問題研究会が開催され、高崎経済大学地域政策学部准教授（※肩書きは当時。2018 年 4 月

1 日から教授就任。）の岩﨑忠氏より「かながわの空き家対策の現状と課題－県内市町村の主要施

策－」をテーマにご報告をいただいた。本稿は、その報告内容をもとに編集部にて原稿案を作成し、

岩﨑氏が加筆・修正したものである。 
 
 
１．全国の空き家の状況 

 
（1）全国の空き家の動向 

新聞紙上などでも言われていますように、

空き家が増えています。全国で約 6,000 万戸

のうち 13.5％、約 820 万戸の空き家がある

という数字が 2013 年度の総務省の統計調査

の中で出てきています。空き家が増えている

にも関わらず、分譲住宅等含めて新築物件の

着工件数は全然減らない、むしろ、どんどん

増えているというような状況にあります。 
人口が減少して空き家が増えているにも関

わらず、着工件数がどんどん増えていくとい

うことになりますと、空き家の件数が増えて

くるというのは当然の現象です。こういった

空き家が増える動向に伴って、行政の予算も

増えていけばいいのでしょうが、人口が減少

しているところでは財政難もかなり顕在化し

てきています。このようなことも、空き家問

題に取り組む前提として理解しておかなけれ

ばいけない点です。 
 

（2）空き家

が周辺に与え

る影響 

国土交通省

の 2013 年度

調査では、全

国の空き家の

うち 39％に

相当する 318
万戸に腐朽・破損があり、5 年前に比べて

1.2 倍になっているという数字が出ています。 
こうした空き家があると周辺にどのような

問題点が生じるのでしょうか。神奈川県内で

は、横須賀市が最近行政代執行をしました。

それは周辺の住宅や隣接する道路に倒壊して

しまうと、周辺の住民の方々に悪影響を及ぼ

すといった問題が生じるためでした。こうい

った倒壊の危険性が空き家の問題点として指

摘されます。 
また、景観や風景の悪化ということもあり

ます。老朽化して使われていないと、使われ

ているところと比べて景観が悪化していきま
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す。また、壊れかけたところですから地㟈で

も壊れやすいということで㜵⅏㠃の問題、そ

して≢⨥のሙとしても使われてしまうような

ことで、㜵≢㠃の問題があります。 
がἲᢞᲠされてしまうということも࣑ࢦ

あります。いわࡺる࣑ࢦᒇᩜの問題は、住ん

でいる人が࣑ࢦとᛮわずにᣢってきてしまう

ですが、空き家のሙྜはそこに人が住ࢫーࢣ

んでいないので物がどんどんἲᢞᲠされて

 。ですࢫーࢣᒇᩜ化するといった࣑ࢦ
そしてかなり問題とされるのが、ⅆ⅏Ⓨ生

のㄏⓎということです。㒔内でも㊊❧༊・

༊はᮌ㐀住宅がᐦ集していて、これに୍度ⅆ

がけられるとಶ人や地域の問題だけではな

く、༊全యにもᗈがるྍ⬟性も指摘されます。

ᮌ㐀住宅のᐦ集地域のሙྜは、ಶ人の問題で

は∦けられない㠀ᖖに㔜要な問題として、

 。されてきますࣉࢵࢬーࣟࢡ
にも、ᘓ物の老朽化に伴い悪⮯が出てく

るというような周辺の悪影響があります。 
 

（3）空き家のⓎ⏕要ᅉ 

このような地域にእ部経済をえるよう

な空き家がどうしてⓎ生するのか。マࣟࢡⓗ

な要ᅉでは、ୡᖏ数が減少しているにも関わ

らず、┈が出るのは新築住宅の施工なので、

住宅がどんどん増え、空き家もどんどん増え

ていくということがあります。 
また、ᅛᐃ㈨⏘⛯の住宅地≉で、ᘓ物が

いた土地は 6 分の 1 にᅛᐃ㈨⏘⛯が減㢠

されるという⛯ἲ上の関ಀで空き家がṧされ

てしまう理⏤があります。 
ⓗな要ᅉでは、1ࣟࢡ࣑ 人で住んでいる高

㱋⪅がஸくなった㝿に相⥆問題がこじれたり、

༷に対するᏳやᘓて᭰えにከ㢠の㈝⏝が

かかるといった、動⏘に対する市民のㄆ㆑

も空き家のⓎ生原ᅉとしてあります。 
さらに、❧地᮲件もあります。ᓴ地やഴᩳ

地では、ᘓ物がなかなかれないとか、≉に

高㱋になるとそういったところのᘓ物を㉎ධ

しまࡏん。さらにᘓ築ᇶ‽ἲができる前に㐀

られたᘓ物では、2 ࣓ーࣝࢺの接道⩏務をᯝ

たしていないࢣーࢫもあり、᪤Ꮡ㐺᱁物件

になりᘓて᭰えができないということになっ

て、空き家をりᡶうとか、取り壊すことが

なかなかできない、という点も問題点として

言われています。 
 

㸰．බඹ政策ࡽのࢳ࣮ࣟࣉ 

 
（1）බඹ政策࡚ࡋぢるࠕ空き家ᑐ策ࠖ 

こうした空き家問題を自治యがබඹⓗな課

題としてᤊえ、どのような政策をࡘくるのか

といった時には、ḟの 5 ┠）のᵓ成要⣲ࡘ

ⓗ、主య、対象、ᡭẁ、ᇶ‽・ᡭ⥆き）が࣏

 。となりますࢺン
ձ ┠ⓗ 

まず、┠ⓗですが、空き家対策をఱのため

に行うのかという点では大きく 2 ありまࡘ

す。 
1 めは、危険な空き家を㝖༷するというࡘ

ことです。これは地域住民の生・㌟యや財

⏘をಖㆤするとか、また地域の生ά⎔ቃのಖ

全をᅗるといったところから、危険な空き家

を㝖ཤする、㝖༷するために対策をㅮじてい

るということです。 
2 、めは、空き家をά⏝するということࡘ

使える空き家は᭷ຠά⏝していきましょうと

いう┠ⓗです。 
ղ 主య 

そして、それをㄡが行うのか。බඹ政策と

してබඹⓗな主యが行っていくわけですが、

空き家対策で問題なのは、ᡤ᭷⪅の≉ᐃとい

う問題です。人が住んでいないわけですから、

どうやってᡤ᭷⪅を≉ᐃするのかということ

が問題点としてᣲがりました。ᘓ物のሙྜに

は動⏘Ⓩグとか、Ⓩグ㡯ド᫂がなされて

いないࢣーࢫが㠀ᖖにከいので、ᅛᐃ㈨⏘⛯
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報が୍␒᭷ຠではないのかと⪃えられ、空

家等対策の᥎㐍に関する≉ูᥐ⨨ἲ（௨ୗ、

「空家等≉ᥐἲ」と⾲グ。）では、ᅛᐃ㈨⏘

⛯を㈿課ᚩする市町村が主యⓗに取り組む

というᩚ理がなされています。

空家等≉ᥐἲができるまでは、地方⛯ἲの

22 ᮲にᏲ⛎⩏務がつᐃされ、地方⛯報は

ྠじ市町村でもの部ᒁにᡭに使わࡏては

いけないということになっていました。それ

でもྠじ自治య内では㐠⏝の工ኵもあったか

とᛮいますが、問題が῝้化したのがᮾி㒔

の≉ู༊でした。≉ู༊ではᅛᐃ㈨⏘⛯の㈿

課ᚩをᮾி㒔の㒔⛯務ᡤが行っています。

㒔の≉ู༊は、空家等≉ᥐἲによってึめて

㒔⛯務ᡤのᣢっている報にᇶ࡙きᡤ᭷⪅

を≉ᐃできるようになりました。

ճ 対象

ḟに、ఱを対象にするかといったときに、

空いているᘓ物は戸ᘓだけではないので、マ

ンࣙࢩンや集ྜ住宅といったところも対象に

していかなければなりまࡏん。空家等≉ᥐἲ

が、人が住んでいない戸ᘓ住宅だけを対象に

している点で問題です。自治యの᮲で、ど

れだけ⠊ᅖを横出ししてつไをᙉ化できるの

かといったところが࣏ンࢺになってくると

ᛮいます。

մ ᡭẁ

政策のᡭẁにࡘいては、ᚋᥖ「（2）政策

ᡭẁの㑅ᢥ」のところでヲ㏙します。 

յ ᇶ‽・ᡭ⥆き

自治యの空き家対策の政策ᡭẁとして、代

執行や⿵ຓ㔠などがありますが、これらのᡭ

ẁをㅮじていくためには、ᇶ‽やᡭ⥆きを᫂

☜にしておくᚲ要があるとᛮいます。 

(2)政策ᡭẁの㑅ᢥ

行政の政策ᡭẁとしては、ᶒຊⓗなᡭẁ、

経済ⓗなㄏᅉの提౪、報提౪、組⧊による

対ᛂ、物理ⓗไᚚという 5 のᡭẁがありࡘ

ますが、空き家対策にはḟの 4 が㠀ᖖにࡘ

᭷ຠなᡭẁになるとᛮいます。

ձ ᶒຊⓗなᡭẁ

ᶒຊⓗなᡭẁのとしては、ᘓ物などを壊

す、ᙉไ執行のἲᚊとして行政代執行ἲとい

うものがあります。行政代執行で大ษなᡭ⥆

きは「௧+代執行」というところです。ま

ず௧を出して、じた⩏務をしなかったሙ

ྜ（作Ⅽのሙྜ）に代執行するということ

になるので、௧の相ᡭ方が≉ᐃできないと

難しいわけです。

空き家対策のሙྜは、そのᡤ᭷⪅が≉ᐃで

きないといった問題があって、行政代執行ἲ

ではཝしいというのがᚑ᮶から言われてきま

した。そのような中でᩚഛされた空家等≉ᥐ

ἲでは、相ᡭ方が≉ᐃできないሙྜに関して

␎ᘧ代執行という、ᡭ⥆きを␎ᘧ化した「告

♧+代執行」がつᐃされています。横須賀市

が行った代執行は、空家等≉ᥐἲができてか

らึめての␎ᘧ代執行で、≉ᐃできないもの

に対し告♧行Ⅽをして代執行したという≉ᚩ

があります。

代執行というのは、௧にしろ、告♧にし

ろ、୍ᐃの時㛫経㐣がᚲ要なわけですが、そ

れでは㛫にྜわないというሙྜに、行政ἲ上

は༶時ᙉไといわれる、⥭ᛴᏳ全ᥐ⨨が取ら

れます。空き家問題では、相ᡭ方にじたり、

告♧をしているᬤがないሙྜ、人の財⏘であ

る土地にධっていって⥭ᛴ㑊難ができるとい

ったことになります。えば、ンテࢼがⴠ

ちそうだとか、⥙戸がⴠちそうだというとき

に、相ᡭ方にじたり、もしくは告♧してい

る時㛫がないሙྜに⫋ဨがධっていくという

⥭ᛴᏳ全ᥐ⨨を᮲にタけてྍ⬟としたのが、

ி㒔市、上㉺市、横須賀市です。

このように、空家等≉ᥐἲに᫂グされてい

まࡏんので、対象物件を集ྜ住宅にするとと

もに、こういった⥭ᛴᏳ全ᥐ⨨などをしっか

かながわの空き家対策の現状と課題　　3
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りと᮲につᐃし、᰿ᣐ࡙けていくことも大

ษです。

そしてもうࡦとࡘ、ᶒຊⓗなᡭẁではない

のですが、ᘓ物を取り壊したᚋは財⏘⟶理を

どうするのかという問題が生じます。財⏘と

して᭷ຠ⏝ができるのであればいいのです

が、ከくの自治యではまず⥭ᛴⓗな危険性を

取り㝖くことが┠ⓗ化しています。取り壊し

た土地が市や県のものになるわけではありま

ん。本᮶は、ᚑ᮶通りそこに住んでいた方ࡏ

が財⏘⟶理をしなければいけないのですが、

ᐇ㝿には⟶理できていないのが現状です。

⚾が調査した中では、⚟ᒸ県᐀ീ市が、民

ἲの「在⪅財⏘⟶理人ไ度」により、市が

財⏘⟶理人を㑅任して財⏘⟶理しているࢣー

があります。取り壊したᚋの⏝がỴまっࢫ

ていない土地をどうしていくのか。ᡤ᭷⪅が

市でも県でもない土地をどうするのかという

問題が、代執行もしくは⥭ᛴᏳ全ᥐ⨨をㅮじ

たᚋの課題として出てきます。

そして、空き家の行政代執行は通ᖖ、本人

に代わって取り壊すということなので、本人

から㈝⏝ᚩをしなくてはいけないのですが、

㈝⏝ᚩのための組⧊ⓗయไがᩚっていない

ために、それに対ᛂできていない、本人から

取り壊しの㈝⏝をᚩできていないというこ

とも問題になっています。

ղ 経済ⓗㄏᅉの提౪

2 ン）のᡭẁは、経済ⓗㄏᅉの提౪┠ࡘ

センテࣈᡭἲ）です。⿵ຓ㔠をえるから

取り壊してしい、あるいは⿵ຓ㔠をΏすの

でᨵ修を㐍めましょうということです。これ

は⚾の大学の地ඖの高崎市や前ᶫ市でά⏝さ

れているᡭẁで、空き家をᨵ修する、もしく

は解యするところに⿵ຓ㔠を出すというもの

です。

⚾は解య㈝⿵ຓを出すというのは課題がከ

いとᛮっています。高崎市は、解య㈝⿵ຓで

100 万を上㝈として、解య㈝の�5 分の�4
を⿵ຓ㔠として出しています。このไ度は、

ྂくなったら、⿵ຓ㔠を㈔って取り壊ࡏばい

いという⪃えにࡘながり、自分で取り壊さな

くなってしまうというࣔࣛࣝࢨࣁーࢻを㉳こ

してしまうྍ⬟性があるのではないかとᛮう

からです。⿵ຓ㔠の交にあたっては、ᇶ‽

を᫂☜にして、ᡭ⥆きを㐺正に行うᚲ要があ

るとᛮいます。

୍方、隣の前ᶫ市は人口が減少してきたこ

ともあり、人口減少対策とࣜンࢡさࡏて、⛣

住してきた人に対し、老朽化対策で空き家を

取り壊す、もしくはᨵ修するところに⿵ຓし

ています。༢に解యすることの⿵ຓではな

くて、人口減少対策とか、まち࡙くりのά性

化といったఱらかの政策とࣜンࢡさࡏること

は㔜要です。

また、ᮾி㒔ዟከᦶ町では、町にᐤ㝃され

た空き家に 15 年㛫⥅⥆し、ᒃ住した⪅に住

宅を↓ൾで譲するไ度を行っています。ⱝ

⪅⛣住ᛂ住宅とかいわれるもので、࢛ࣜࣇ

ー࣒⿵ຓも⏝ពされており、人口減少対策と

ࣜンࢡしたไ度と言えましょう。

ճ 報提౪

3 点┠は、報による対ᛂです。民㛫では、

中ྂ物件の報提౪ではあまりඈからないか

ら、ᚑ᮶は✚ᴟⓗでなかった㠃があったとᛮ

いますが、最近は中ྂ物件の住宅市ሙをきち

んとά性化さࡏようと、「空き家ࣂンࢡ」と

いう動きが出てきています。しかし、༑分な

物件数がないところでは、この空き家ࣂンࢡ

をᙺᡤがやっているところがあります。もと

もとࢡセࢫ数が㠀ᖖに少ないということで

ᙺᡤがやっているのですが、ある⛬度、報

㔞、つᶍを大きくするため、民㛫の物件報

てやっていくということࡏさࢡとࣜンࢺࢧ

が大ษだとᛮいます。

そういう動⏘市ሙがᶵ⬟してないところ
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はᙺᡤが୍生ᠱになって、空き家ࣂンࢡと

いうのをやらࡊるをᚓないとᛮいますが、市

ሙがきちんと成❧しているところは、空き家

よりもむしろ市ሙに空き家報をどんࢡンࣂ

どんὶしてもらえるような工ኵをしたうが

いいとᛮいます。 
ὶᒣ市では、「住᭰ࡳえᨭ・࣡ンࢵࢺࢫ

えをᨭし᭰ࡳ相ㄯయไ」があります。住ࣉ

ていこうというものは、⸨ἑ市でもྠじよう

な取り組ࡳをしています。高㱋⪅になって 2
人でしか住まないから大きな家はいらなくな

るというところに、୍方で、ⱝ⪅が⤖፧して

Ꮚどもができて⊃いという状況を຺案し、高

㱋⪅とⱝ⪅をうまくマࢳࢵンࢢさࡏてᘓ物の

交をしていこうというのが、この住᭰ࡳえ

ᨭ࣡ンࣉࢵࢺࢫ相ㄯయไです。 
ி㒔市には、総ྜⓗなࢥンࣝࢧテンࢢయ

ไがあります。空き家問題は動⏘だけでは

なく、さまࡊまな部ᒁに関㐃した問題になり

ますので、さまࡊまな部ᒁを総ྜ化し、ᘓ築

ኈ、動⏘㚷ᐃኈ、ᘚㆤኈ、そしてྖἲ書ኈ

などのᑓ㛛家の方々との総ྜⓗな❆口をタけ

ているというところもὀ┠すべき点です。ま

た、ி㒔市のࣃンࢺࢵࣞࣇには、えば、ᘓ

物からఱかⴠちてきてᡃをさࡏてしまった

ሙྜ、どれだけの損ᐖ㔠㢠が生まれるのかと

いうような自ᕫ㈐任にࡘいても᫂グされてい

ます。こうしたእ部経済報を提౪して、

ᡤ᭷⪅に当⪅ព㆑を理解してもらい、自ら

が⟶理、ฎ分するᡭἲが㔜要だとᛮいます。

また、これら報を┒り㎸んだࣃンࢺࢵࣞࣇ

をᅛᐃ㈨⏘⛯の課⛯通▱にྠᑒして行政の

相ㄯをㄏᑟする組ࡳを作ったり、出前ㅮᗙ

で地域の方々にもㄝ᫂を行っており、ி㒔市

の空き家対策はᬑ及ၨⓎの点でも≉ᚩがあり

ます。 
 
մ組⧊による対ᛂ 
政策ᡭẁの最ᚋに⤂するのは、組⧊によ

る対ᛂです。空家等≉ᥐἲは、壊すことが┠

ⓗとしていますが、ᘓてることを┠ⓗとした

ᘓ築ᇶ‽ἲの≉ูᥐ⨨ἲです。そのためᙺᡤ

の対ᛂは、ᘓ築⣔の組⧊がᡤ⟶課となるわけ

ですが、空き家の課題は 1 の部⨫では対ࡘ

ᛂできないというところがあります。そうな

りますと空き家問題の対ᛂは、ᗇ内の横᩿

組⧊を作ってᘓ築部ᒁと㒔市計⏬、㜵⅏・㜵

≢といったところとࣜンࢡしていくことにな

ります。その㝿には、ᚲず主⟶課がỴめられ

ますが、ᘓ築の部ᒁだけではなく㜵≢・㜵⅏

のセࣙࢩࢡンや、相ᶍ原市のように生άᏳ全

のᢸ当が主⟶する自治యもあります。自治య

によって空き家に対するᤊえ方が␗なります。 
空き家政策は㛗ᮇにわたって対ᛂしなけれ

ばいけないので、空家等≉ᥐἲには「空家等

対策計⏬」を作り、計⏬を作るための༠㆟会

をタけることが᫂グされています。空き家対

策は市ሙとの関ಀが῝いので、民㛫との㐃ᦠ

がḞかࡏまࡏん。この㐃ᦠの方は全て民㛫

に任ࡏるというところもあれば、相ኚわらず

自治యでやるというところもあります。空き

家対策では、自治యと民㛫との㐃ᦠ、බと⚾

のᙺ分ᢸをどうするのかというところが㠀

ᖖに㔜要になってきます。お㔠がたくさんあ

れば行政が全てやればいいという⪃え方にな

りますが、♫会ಖ㞀㈝が増大し、財政ᥐ⨨が

༑分にできない状況の中で、民㛫の༠ຊをい

かにồめていくのかというのが࢟ー࣏ンࢺ

になってくるわけです。 
また、民㛫ᅋయとの㐃ᦠにおいて、自治య

によっては動⏘関ಀᅋయとだけ㐃ᦠしてい

るところもあります。㈙をά性化さࡏよう

という┠ㄽぢかもしれまࡏんが、空き家対策

は」ྜⓗな課題ですから、関㐃しているᘓ築

ኈ、ᘚㆤኈ、ྖἲ書ኈ、そして土地家ᒇ調査

ኈといったところともきちんと㐃ᦠしていく

ことがồめられてきます。 
さらに、地域の自治組⧊との㐃ᦠというと

かながわの空き家対策の現状と課題　　5
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ころで、町内会・自治会や NPO ᅋయとの関

ಀもあります。もう 1 ー人ᮦセࣂࣝࢩはࡘ

ンターとの㐃ᦠで、空き家を老朽さࡏない、

危険な状ែにならないような予㜵対策が取ら

れている自治యもあります。 
௨上が空き家対策の全国ⓗな動向です。 

 

㸱．࡞がࢃの空き家ᑐ策 

 

(1)ᶓ市の≉ᚩ 

ここからは、神奈川県の空き家対策がどの

ようになっているのかをぢていきます。 
横市ᘓタᒁでは、ᐦ集市⾤地と㑹እ住宅

の空き家・空き地に関する調査をしています。

またࠗ空家のはなし࠘というၨⓎࣃンࢵࣞࣇ

⟶で、工作物㈐任、損ᐖのྍ⬟性から㐺正ࢺ

理のᚲ要性にࡘいての周▱をᅗっており、

年から相ㄯ❆口の୍ඖ化ということで、ᑓ㛛

家ᅋయが集まってࢥࣇࢩࣃ横で❆口相ㄯ

が行われています。 
横市は、ᑓ㛛家ᅋయとの㐃ᦠが≉ᚩで、

通ᖖ行われている宅ᘓ༠会や全日本動⏘༠

会といったところとの༠ᐃだけでなく、ᘚㆤ

ኈ会やྖἲ書ኈ会、ᘓ築ኈ会とも༠ᐃ⥾⤖を

しています。さらには NPO ἲ人や、横市

のࣂࣝࢩー人ᮦセンターとの༠ᐃも⥾⤖して、

いわࡺる自治ⓗな組⧊との㐃ᦠをしっかりと

ไ度ⓗに行っているという点で⚾はホ౯して

います。 
空き家の↓ᩱ相ㄯ会にࡘいては、ᑓ㛛家ᅋ

యが୍ᇽに会し、ᅋయが༠ຊしྜって相ㄯ会

を開いています。相ㄯ内容も相⥆だけではな

く、ά⏝や༷、⟶理や⛯㔠に関するものも

あります。空き家を⟶理していく上で、ᘓ物

の動⏘をどうするのかといったところも大ษ

など点です。動⏘取ᘬはかなりの㢠にもな

りますし、༷のᡭ⥆きに関わる報を分か

りやすくㄝ᫂するということも大ษになりま

す。 

横市は「空き家のὶ通・ά⏝のᡭᘬき」

も出していて、まだ空き家問題がそれど῝

้になっていない、時㛫ⓗなవ⿱がまだある

のうちにὶ通・ά⏝ಁ㐍といったところに

┠を向けているという≉ᚩもあります。空き

家のά⏝を༢に住宅としてのά⏝ではなくて、

地域にᚲ要なさまࡊまなሙとしてのά⏝

を⤂していくということは大ษです。 
᭦地にして༷してしまうሙྜもあれば、

住宅としてࣜ࣋ࣀーࣙࢩンする㝿に⎔ቃと୍

యとなって政策を᥎㐍するという、省ࢿ࢚ᨵ

修とࣜンࢡするሙྜもあります。このか、

部ᒇ㈚しということで、月ᴟではなくて᭙日

によってࢫ࢘ࣁ࢙ࢩ化さࡏていくという取

り組ࡳがなされています。 
こういった市民がồめる課題に対するもの

と」ྜⓗ・総ྜⓗに施策をࣜンࢡさࡏ、ά⏝

していくことが大ษです。また、いわࡺるከ

ୡ代ࣟࢧンというようなところで、高㱋⪅や

Ꮚどものୡ代との施策とࣜンࢡさࡏていくこ

ともᚲ要です。 
横市の⿵ຓ㔠ไ度は、それど使われて

いないというところも≉ᚩⓗです。⿵ຓ㔠に

㢗らず、まずは報で対ᛂしようとしている

のが横市の政策ᡭἲと言えます。 
さらには、政௧指ᐃ㒔市に≉᭷のものとし

て、༊ᙺᡤとのᙺ分ᢸをどうするのかとい

ったところが出てくるかとᛮいます。横市

では㔠ἑ༊が横市大やிᛴ行と㐃ᦠした

ᴗᒎ開をしていることが㠀ᖖに⯆῝いで

す。住宅に、ⱝ⪅のࢥンセࢺࣉをきちん

とᫎさࡏるために大学生のពぢを取りධれ

ていく、こうした⏬部分を༊ᙺᡤで取り組

んでいることが、これからの政௧市に大ษな

ど点です。 
 

(2)ᶓ㡲㈡市の≉ᚩ 

横須賀市はᮾிから 1 時㛫⛬度ですけれ

ども、ᛴഴᩳ地ᔂⴠ危険地域がかなりあり、
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高పᕪのあるところにᘓ物がᘓっています。 
横須賀市は、全国ึの空家等≉ᥐἲによる

行政代執行を行い、ᙉไⓗなᡭẁで対ᛂしま

したが、ᡤ᭷⪅は᫂なので解య㈝は横須賀

市が㈇ᢸするという状況になっています。 
空き家ά⏝の相ㄯ❆口は㒔市計⏬課の住ま

いά⏝ಁ㐍᥎㐍課で、そこからは関ಀᅋయに

報提౪していくことになっています。 
横須賀市でも地ඖの関ᮾ学㝔大学と༠ᐃを

を行っていまࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ学生と生、ࡧ⤖

す。࣋ࣀࣜ・ࢫ࢘ࣁ࢙ࢩーࣙࢩンや、学生

たちによる空き家のᨵ修・Ύᤲを行っており、

ⱝ⪅ୡ代をᕳき㎸んでいこうとしています。 
また「空き家ࣂンࢡ」もᐇしていて、行

政が主యとなってこういったࣂンࢡをやらࡊ

るをᚓないというのが横須賀市の現状です。

それだけにຓ成ไ度もᐇしています。空き

家ࣂンࢡがあってຓ成ไ度があるというのは

横市と全然㐪います。Ꮚ⫱てᛂ࣑ࣜࣇ

ー等ᛂ住宅ࣂンࢡや学生࢙ࢩをするሙྜ

のຓ成ไ度や♫宅の㌿⏝࢛ࣜࣇー࣒というの

もຓ成ไ度の対象にしているというのが࣏

ンࢺです。 
さらに横須賀市には、࢚ンࢹンࣛࣉࢢン

ࣅーࢧる⤊άのࡺᴗという、いわࢺー࣏ࢧ

も᳨ࡳをした取り組ࢡがあり、これとࣜンࢫ

ウされています。୍人ᬽらしの方が、ᑗ᮶の

自分のおにࡘいてⴿᒇとዎ約を⤖ࡪ民㛫

のࢧーࢫࣅがあるのですが、ⴿᒇがዎ約を

⤖んだ方がஸくなられたかどうかが、㠀ᖖに

分かり࡙らいというような問題点がありまし

た。そういった報を横須賀市では୍ඖ化し

て市のうでᣢちましょうということで、⤊

άの࢚ンࢹンࣛࣉࢢン・࣏ࢧーࢺᴗをや

っています。その中で、空き家をᚋどのよ

うにしていくのかという内容もࢩーࢺにまと

めておき、それをࢡࢵࢺࢫして市で対ᛂした

らどうかと⪃えているようです（2018 年 3
月 5 日の調査における横須賀市⚟♴部ḟ㛗

ぢ万ᖾ氏のⓎ言）。 
 横須賀市には、空家等≉ᥐἲのไᐃ௨前か

ら、横須賀市空き家等の㐺正⟶理に関する᮲

があり、ἲ施行ᚋも⥅⥆しています。空き

家の⟶理、報提౪、そして指ᑟ、່告、㆙

ᐹとの㐃ᦠをᅗるといったようなᡭ⥆きを᫂

☜にしたところがこの᮲の࣏ンࢺですが、

この、人の生、㌟య、財⏘の危険を回㑊

するために、いわࡺる代執行では対ᛂできな

いような⥭ᛴᏳ全ᥐ⨨も᫂♧しています。 
 

(3)県内  のẚ㍑ᶓ㡲㈡市の政௧市ࡘ3

神奈川県全యの空き家対策の現状にࡘいて、

政௧市と中᰾市の横須賀市を代⾲として、

4 ⾲の比㍑をまとめました（ᅗࡘ 1 ཧ↷）。 
ձᢸ当部ᒁ 
横市はᘓ築ᒁの⏬課とᘓ築Ᏻ全課がᢸ

当部ᒁで、川崎市もまち࡙くりᒁの住宅ᩚഛ

課、いわࡺる国土交通省⣔の部ᒁがᢸ当して

います。横須賀市も㒔市計⏬課で国土交通省

⣔ですが、相ᶍ原市だけが市民ᒁ交通地域Ᏻ

全課となっています。 
これは空き家に対するᤊえ方の㐪いですが、

⚾は国との関ಀ、≉に空家等≉ᥐἲというἲ

ᚊがᘓ築ᇶ‽ἲの≉ูᥐ⨨ἲということなの

で、ᘓ築部ᒁがᣢࡘべきだとᛮいます。なࡐ

かと言いますと、いわࡺる⿵ຓ㔠の⏦ㄳは国

交省との関ಀで័れている部ᒁがやったう

が࣒ࢫーࢬにに㐍むのではないかと⪃え

るからです。相ᶍ原市のように住民との対ᛂ

を主║において地域Ᏻ全課にᣢたࡏるという

のも 1 うがຠ⋡ⓗですが、ᘓ築部ᒁのࡘ

な執行ができるのではないかとᛮいます。 
また、横市では、༊ᙺᡤに✚ᴟⓗなᴗ

をᢸってもらうということもᐇ㦂ⓗに行われ

ています。地域のᴗᒎ開は、༊ᙺᡤが中ᚰ

に行っていくべきであり、本ᗇは、国との関

ಀ、もしくは、༊ᙺᡤ㛫の調ᩚに≉化してい

くべきです。 
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ղ༠㆟会や≉ᐃ空家等ุᐃᇶ‽の作成状況

空家対策計⏬の策ᐃ、空き家対策༠㆟会の

ようなものはどうなっているかというと、横

市、川崎市、相ᶍ原市の 3 政௧市では全

て༠㆟会を作っています。୍方、横須賀市は

༠㆟会を作っていまࡏんし、空家等対策計⏬

も作っていまࡏん。

また、≉ᐃ空家のุᐃᇶ‽も横市、川崎

市、相ᶍ原市では作っていますが、横須賀市

はุᐃᇶ‽を作っていまࡏん。横須賀市は␎

ᘧ代執行を行い、空き家対策᮲の᮲化も

なされています。᮲ไᐃとか代執行という

ようなἲⓗなᥐ⨨をㅮじながら、横須賀市と

して、行政代執行の前提となる≉ᐃ空家のㄆ

ᐃᇶ‽をもってなく、ඛ日ᐇ施された␎ᘧ代

執行も国のࣛࢻ࢞ンにᇶ࡙いてᐇ施され

ました。本᮶であれば、横須賀市としての≉

ᐃ空家のㄆᐃᇶ‽をᩚഛすべきです。横須賀

市の␎ᘧ代執行は、空家等≉ᥐἲができて㛫

もない時ᮇの⥭ᛴⓗなែでしたので、その

時点でᇶ‽が作られていないのはやむをᚓな

かったかもしれまࡏんが、もうそろそろᇶ‽

を作ってもいいのではないかなとᛮいます。

ճ空き家ࣂンࢡやࣃンࢺࢵࣞࣇの㓄ᕸ

4 市比㍑の中で、空き家ࣂンࢡがあるのも

横須賀市だけですが、県す部のᑠ⏣原市、༡

㊊市あたりでは空き家ࣂンࢡが出てきてお

り、2 市 8 町の「県す空き家ࣂンࢡ㐃⤡会」

というものも作られています。これは、空き

家の動⏘市ሙが市町村༊域を㉸える点を㋃

まえるとὀ┠した取り組ࡳだとᛮいます。ま

た、県内でも、行政が空き家ࣂンࢡまで作っ

てやらࡊるをᚓない状況になってきていると

ころがあるというのが現状です。

いては、政௧市がࡘの㓄ᕸにࢺࢵࣞࣇンࣃ

ᐇしていますが、横須賀市には空き家対策

の全容がわかるၨⓎࣃンࢺࢵࣞࣇがありまࡏ

ん。⿵ຓ㔠ไ度ごとのちらしを作っていると

のことですので、⥭ᛴែや危険性を㝖ཤす

るということに≉化しているかもしれまࡏん。

しかし、ᮍ然㜵Ṇというところで、空き家の

危険性とか地域にえる影響をࣃンࢺࢵࣞࣇ

等で᫂☜にうたって、相ㄯに᮶るような動ᶵ

けをえたうがいいのではないかなとᛮ

います。空き家ไ度全యでもう少しయ⣔ⓗな

行政㐠Ⴀをᅗっていただければとᛮいます。
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図表１ 神奈川県内の空家対策の現状（政令指定都市、中核市）

横浜市 川崎市 相模原市 横須賀市

担当部局

横浜市

建築局企画課・建築安全課
区役所の情報伝達機能、
積極的な事業実施

川崎市

まちづくり局住宅整備課
区役所の情報伝達機能

相模原市

市民局交通地域安全課
区役所情報伝達機能

横須賀市

都市計画部都市計画課・
建築指導課

空家等 策協議会空家等対策協議会

空家等対策計画

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

特定空家等判定基準 〇 〇 〇特定空家等判定基準 〇 〇 〇 ×
国交省のガイドライン

行政代執行 × × × 〇
空家法：略式代執行

空家対策条例 × × ×

空家法：略式代執行
〇

手続、緊急安全措置

空き家バンク
布

× × × 〇
パンフレット配布 〇 〇 〇 ×（助成制度ごと）

民間との連携・
窓口相談・相談会
総合窓口（相談会）

協定による連携
横浜市大と連携
無料相談会

住宅供給公社中心
×
×

不動産団体との協定
建築士会主催のイベント

×

都市計画課中心
関東学院大と連携

×

1

総合窓口（相談会） 無料相談会 × × ×

（出典）各市のホームページより岩﨑作成
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մ民㛫との㐃ᦠ

民㛫との㐃ᦠに関して横市は、ྛᑓ㛛家

ᅋయ（ᘚㆤኈ会、宅ᘓ༠会、ྖἲ書ኈ会等）

が㐃ᦠして、༠ᐃによる㐃ᦠがなされていま

す。また、横市❧大学との㐃ᦠや↓ᩱ相ㄯ

会なども✚ᴟⓗにされています。川崎市は、

住宅౪⤥බ♫を中ᚰとした相ㄯయไをᵓ築し

あります。相ᶍ原市は動⏘ᅋయとの༠ࡘࡘ

ᐃは⤖んでいますが、それ௨እにはᘓ築ኈ会

主催で࣋ンࢺを行うというように、市ሙが

あるところで行政はできるだけ⯦取りᙺにᚭ

するということだとᛮいます。横須賀市は、

空き家対策全యがわかるࣃンࢺࢵࣞࣇもなく、

相ㄯ会をやっていまࡏん。空き家問題を自治

య行政の問題としてだけでなく、市民の政策

課題として市民に当⪅ព㆑をᣢたࡏるため

にも、市民の空き家対策の✚ᴟⓗな報提

౪がᚲ要です。

㸲．空き家の⣔ิⓗᑐ策 

(1)空き家のண㜵

ここからは、時⣔ิⓗなど点から空き家対

策をࡳていきます（ᅗ⾲㸰ཧ↷）。危険な空

き家を㝖ཤするために空家等≉ᥐἲがᩚഛさ

れましたが、空き家対策は༢年度で⤊わるよ

うなものではなく、㛗ᮇで⪃えていく施策య

⣔がᚲ要です。自治యの政策として、㛗ᮇⓗ

など点から計⏬࡙くりをすすめていくことが

大ษです。

空き家の予㜵といった㠃では、ၨⓎࣃンࣇ

を作って空き家の危険性を周▱するこࢺࢵࣞ

とも大ษですし、相ㄯࣝーࢺをᩚഛするとい

うពでは⣡⛯通▱書をά⏝してᡤ᭷⪅に▱

らࡏていくということも大ษです。そして相

ㄯ会の開催ということもあります。横須賀市

のような࢚ンࢹンࣛࣉࢢンとࣜンࢡした施

策ᒎ開というのも⯆῝いとᛮいます。

(2)空き家のὶ㏻࣭ά⏝ಁ㐍

ὶ通・ά⏝ಁ㐍の㠃では、空き家ࣂンࢡが

あります。空き家ࣂンࢡは自治యごとに作る

ところもありますが、空き家ࣂンࢡとしてᶵ

⬟するかどうかは、動⏘㟂要⪅が空き家ࣂ

ンࢡ報にࢡセࢫするだけの୍ᐃ㔞がまと

まってあるということがᚲ要になります。

する౯್のある動⏘報をどれだけࢫセࢡ

┒り㎸めるかが㔜要ですので、༢⊂ではなく

㐃ᦠがᚲ要ではないかとᛮいます。

横市とか川崎市のような政௧市では動

⏘市ሙと行政の༊域が୍⮴している、もしく

はそれに近いと⪃えられますが、町・村やᑠ

さな市では市町

村域を㉸える

動⏘市ሙという

ものになってく

るとᛮいます。

そういうពで

は、空き家報

に関する報Ⓨ

ಙ、空き家報

に対するᬑ及ၨ

Ⓨは県が行うべ

きᙺの୍ࡘで

はないのかと⚾�ฟ）ᶓ市空家➼ᑐ策ィ⏬୍ࢆ部ಟṇ

かながわの空き家対策の現状と課題　　9
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は⪃えます。そして、ᇶ♏自治యによる財政

ⓗなᨭはなかなか難しいので、国が財政ⓗ

なᨭをᅗるというようなᙺ分ᢸを⪃えて

います。 
空き家のά⏝ಁ㐍というど点から、ⱝ⪅⛣

住策との㐃ᦠもあります。ᐃ住化ಁ㐍で、ᒣ

町がいちご⊁りと୍⥴に空き家ࢶーをや

っています。こういうことも空き家⏝ಁ㐍、

ᐃ住ಁ㐍との㐃ᦠですすめていくべきではな

いかとᛮいます。Ꮚ⫱てᨭとࣜンࢡして中

ྂ住宅のά⏝をしていくとか、࣋ࣀࣜࢥ࢚ー

したᨵ修㈝⿵ຓを出しࢡンで⎔ቃとࣜンࣙࢩ

てά⏝をᅗるというのもᚲ要です。空き家

がྂくならないために、老朽化しないために

Ύᤲやそこでの㝖ⲡをしたりするためのㅮ⩦

会を開催していくのも大ษです。 
さらに、地域のά動ᣐ点として住宅௨እの

⏝㏵のά⏝ということで、Ꮚ⫱てᨭや地

域のά動ᣐ点としてά⏝しているところもあ

ります。⸨ἑ市のように行政が௰ᙺをして

空き家のᡤ᭷⪅と⏝⪅をマࢳࢵンࢢさࡏて

いくようなࢧーࢫࣅもありますし、「まちの

ーの取ࢼ࣑ン」というά⏝セࣙࢩー࣋ࣀࣜ

り組ࡳもあります。 
 
(3)ᨺ⨨࣭⟶⌮全࡞空き家の㜵Ṇ㝖༷ 

ᨺ⨨、⟶理全な空き家の㜵Ṇというとこ

ろでは、ࣂࣝࢩー人ᮦセンターが空き家⟶理、

㝖ⲡとかᶞᮌのᐃといった⥔ᣢ⟶理をして

いくような地域での取り組ࡳᨭ（空き家の

⟶理代行ࢧーࢫࣅ）があります。ிᛴࣝࢢー

 。もこういったものにり出していますࣉ
ᨺ⨨とか⟶理全な状ែになってきますと、

行政の出␒となるわけですが、行政指ᑟには

口㢌、文書指ᑟ、່告というẁ㝵があります。

こういった指ᑟでも言うことを聞きますとい

う人もいるようですから、それが᭷ຠにᶵ⬟

するところでは、行政指ᑟをもっと✚ᴟⓗに

されたらいいかとᛮいます。 

⟶理全に対しては、解య㈝⿵ຓをしたり

代執行をしたり行政ᡭẁをㅮじていく。⥭ᛴ

Ᏻ全ᥐ⨨として危険な空き家を取り壊すとか、

その、ᐦ集市⾤地対策との㐃ᦠといったよ

うなこともあります。 
さらに、㊧地⏝をどのようにしていくの

かは、ᘓて᭰えのㄏᑟ策によるࢽ࣑ࣗࢥテ

の☜ಖや、⊃あい道路対策、ࣛンࢫー࣌ࢫ

（のప౯᱁での༷隣接地主）ࢡンࣂ・ࢻ

のようなᴗとの関㐃で⪃えていったらどう

かとᛮいます。また、財⏘⟶理にࡘいては、

在⪅財⏘⟶理人ไ度を⏝いた空き地⟶理と

いうことも⪃えられます。 
 

㸳．人口減少問題空き家ᑐ策 

 
最ᚋに、人口減少問題と空き家対策をどの

ようにして⪃えていくべきかという点にࡘい

ておヰしします。大きく分できるかとᛮい

ます。 
1 は「行政主ᑟ」ᆺです。空き家対策はࡘ

行政が✚ᴟⓗに関していかࡊるをᚓないと

いう地域では行政主ᑟになります。民㛫の市

ሙがうまくᶵ⬟していないので、空き家ࣂン

も動⏘ᴗ⪅に㢗らずに✚ᴟⓗに行政がやࢡ

っていかࡊるをᚓない。⿵ຓ㔠もある⛬度出

さࡊるをᚓないし、行政代執行というᙉไⓗ

なᡭẁも⏝いていかࡊるをᚓないということ

です。 
୍方、市ሙがうまくᶵ⬟しているところで

は、「市ሙ主ᑟ」ᆺです。空き家問題も民㛫

でできるだけ✚ᴟⓗに解Ỵしていただく方向

にㄏᑟしていくわけで、民㛫と㐃ᦠした相ㄯ

యไや、ちらしを㓄ᕸして民㛫組⧊で解Ỵに

る⯦取りᙺにᚭするࡺくように、いわࡧ⤖

行政というものがồめられてくるのではない

かとᛮいます。 
神奈川県内ですと横、川崎、相ᶍ原、⸨

ἑは市ሙ主ᑟᆺですし、横須賀市、㙊市、

10　自治研かながわ月報 2018年6月号（No.171）
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୕ᾆ市は行政主ᑟᆺの対策にならࡊるをᚓな

いとᛮいます。㙊も高పᕪが⤖ᵓあります

ので、かࡘては❧地᮲件がいいということで

高⣭住宅地化されていましたけれども、ᚋ

はなかなかཝしいのではないかなというのが

⚾のぢ方であります。 
こうした対策をㅮじていくときの࣏ンࢺ

として、1 には地理ⓗな要ᅉというのがあࡘ

ります。高పᕪのある地ᙧや交通が౽

・౽といったようなところが、市ሙに大

きく影響してきます。この市ሙが成❧するか

しないかは、自治యの財政㈇ᢸに大きく影響

を及ぼしますが、人口減少が⃭しくて⛯が

ⴠち㎸むことが予される自治యに㝈って市

ሙがᶵ⬟しない。ᚑって行政主ᑟにならࡊる

をᚓなくなります。 
これは組⧊ⓗな㠃もそうです。えば⚾が

地方生の会㆟で関わっているឡ川町では、

⫋ဨが㎡めて相ᶍ原市に行ってしまうという

ような現象が出てきて、⫋ဨがきちんと☜ಖ

できないという状況にもなっています。県内

でも自治యの財政や組⧊に影響が出てきてし

まうという状況があるので、横、川崎、相

ᶍ原といった政௧市と周辺ᑠつᶍ自治యとの

᱁ᕪが┈々ᣑ大することを危しています。 
しかしながら、行政は中❧、もしくはබᖹ

にやっていかなければいけないというところ

がありますから、ྂくなれば自治యが壊して

くれるというࣔࣛࣝࢨࣁーࢻのᠱᛕの中で、

行政が空き家対策にどのように関していく

のかということが࣏ンࢺになってくるわけ

です。㛗ᮇⓗなᒎᮃを㋃まえながら、この部

分なら行政は関するという୍ᐃのࣞࣈー࢟

がᚲ要で、⿵ຓ㔠を出して解యをಁ㐍すると

いう空き家対策はあまりዲましくないとᛮい

ます。 
現在は、ಶ々の空き家に対して行政が୍生

ᠱ取り組めばいい時代ですが、空き家はᣑ

大ഴ向にあるわけですから、「点」で対ᛂし

ていたものから、ᚋは「㠃」で対ᛂࡊࡏる

をᚓなくなるというようなところがあります。

こうした点から㠃の対策で、ᑗ᮶をぢ㎸ん

だまち࡙くり施策とࣜンࢡさࡏていくといっ

たところがᚋの࣏ンࢺになってくるので

はないかなとᛮいます。 
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ࠝㅰ㎡ࠞ 
 神奈川県内の市町村の空き家対策ᢸ当部ᒁの

、ていただき、横市ࡏをཧ⪃にさࢪー࣒࣌ー࣍

川崎市、相ᶍ原市、横須賀市には㟁ヰ↷会、調

査に༠ຊいただきました。ཌくᚚ♩⏦し上ࡆま

す。 
 
※編集部ὀ㸸「空家」と「空き家」の⾲グにࡘいて 

 本文中、ἲᚊ⏝ㄒ等で᪤にᐃめられているものは

「空家」と、そのは「空き家」とグ㍕しました。 
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್᪰ࠊがڼẲẺ 

ኳऴإႇˡᢋʙಅḗᡫᆅẐわẺẲのኳႇʙಅẑのಒᙲ

⦅㞟部 

ͤฟᡤ㸸ᶓ㡲㈡市ሗ㐨Ⓨ⾲㈨ᩱ（2018年 4月 17日）ࡶࢆにసᡂ

●事業開始日：平成 30年 5月 1日

●登録できる人：希望する市民であればだれでも登録できる
《すでに本人が意思を伝えられない場合には、本人の意思が明瞭だった時に、 
各登録項目の内容が分かる親族や友人による登録が可能（一部制限あり）》 

●登録できる内容（本人の意思で、追加・削除も含め自由に選択できる。）
(1)本人の氏名、本籍、住所、生年月日
(2)緊急連絡先
(3)支援事業所等
(4)かかりつけ医師やアレルギー等
(5)リビングウィルの保管場所・預け先
(6)エンディングノートの保管場所・預け先
(7)臓器提供意思
(8)葬儀や遺品整理の生前契約先
(9)遺言書の保管場所と、その場所を開示する対象者の指定
(10)墓の所在地
(11)本人の自由登録事項

●登録の開示・・・登録の際、各項目について予め開示についての同意が必要
(1)生前開示
生前、当事者が認知症や意識障害などを契機に、登録内容を伝えられなくなったと確

認できた場合は、医療機関、消防署、警察署、福祉事務所、および本人が指定した者か
らの照会に対して、上記(9)(10)を除いた登録情報を開示。 
(2)死後開示
1、遺言書の保管先
登録情報の(9)遺言書の保管先は、本人の死後、本人が指定した者にのみ開示 

2、墓の所在地 
登録情報の(10)お墓の所在地は、本人の死後、納骨、墓参希望の全ての第三者に開示 
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2018 年 3 月 16 日神奈川県地域労働文化会館において、神奈川県地方自治研究センター第 17 回

総会グᛕㅮ₇会が開催され、（බ財）地方自治総ྜ研究ᡤ研究ဨの⏣ⱱᶞ氏より「බඹ交通政策

をめࡄる現状と課題」をテーマにごㅮ₇をいただいた。本稿は、そのㅮ₇内容をもとに⏣氏が書

きୗろしたものである。

 にࡵࡌࡣ．１

（1）බඹ㏻に㛵ࡍるἲᩚഛ⎔ቃኚ 

 「බඹ交通政策をめࡄる現状と課題」を₇

題としておヰしするᶵ会を㡬ᡝしたが、筆⪅

のබඹ交通に関する研究は、⥴にࡘいたばか

りであり、ᚲずしも⥙⨶ⓗに₇題にᛂえうる

ものではないことをあらかじめお᩿りしてお

きたい。 

 交通をめࡄって最近㉳こっていることを⡆

༢にᩚ理し、そのうちのいくࡘかにࡘいて௨

ୗにおいて取り上ࡆることとしたい。 

 まず、2013 年に交通政策ᇶ本ἲがไᐃさ

れ、2014 年には地域බඹ交通ά性化生ἲ

のᨵ正、㒔市生≉ูᥐ⨨ἲのᨵ正等が行わ

れるなど、交通をめࡄるἲᩚഛが㐍んできて

いる。 

 ここにᣲࡆたのἲᚊᨵ正は、国土交通省

が作成した交通政策ᇶ本ἲのᴫ要（ᅗ⾲㸯）

で、࠙㐺ษなᙺ分ᢸと㐃ᦠࠚの「まち࡙く

り、観ග等との㐃ᦠ」とᐦ接に関ಀしている。

これらのἲయ⣔のᩚഛによって、自治యの㔜

要政策として地

域のබඹ交通が

⨨࡙けられて

きたとᛮわれる。 

 地方自治యの

動向に┠を向け

ると、2007 年

に㔠ἑ市において「㔠ἑ市におけるබඹ交通

の⏝のಁ㐍に関する᮲」が、2010 年に

⚟ᒸ市において「බඹ交通空ⓑ地等及ࡧ⛣動

ไ約⪅にಀる生ά交通の☜ಖに関する᮲」

がไᐃされるなど交通政策ᇶ本ἲの成❧にඛ

㥑けてᐇ現しているものも含め、⇃本市、奈

Ⰻ県、高ᯇ市等でබඹ交通に関する᮲のไ

ᐃがᐇ現している（ヲしくは、㤶川正ಇࠗ地

域බඹ交通のά性化・生とබඹ交通᮲࠘

日本ホㄽ♫、2017年等をཧ↷されたい）。 

では、こうしたἲᚊや᮲のᩚഛにᚑって、

බඹ交通を取りᕳく⎔ቃはᨵၿしているので

あろうか。交通をめࡄる最近の報道等をࡳる

と、民㛫交通ᴗ⪅の経Ⴀ⎔ቃのཝしさには

ᢿ㌴がかかっている。にもかかわらず、බႠ 

（බ♫）⚄ዉᕝ県地᪉⮬研究࣮ࢱࣥࢭ第 17回⥲会グᛕㅮ₇会（2018年 3月 16日） 

πσʩᡫ策ửỜẫỦ現状と課題 

－㏻のࡵࡓの地᪉୍ࠕ⯡㈈※ࠖࢆ－ 

බ┈㈈ᅋἲ人 地᪉⮬⥲ྜ研究ᡤ 研究ဨ ⏣ ⱱᶞ 
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交通には民Ⴀ化や民㛫ጤクをಁすᅽຊがᙉま

っているようである。 

 

(2)Ẹ㛫ᴗ⪅の経Ⴀ⎔ቃ 

 まず、民㛫ᴗ⪅のをᣲࡆると、神奈川

県内のࢫࣂ会♫においては、分♫化したࢫࣂ

会♫の㌿⡠をᣄんだ♫ဨに対しࢫࣂの務

からእす等が当労働行Ⅽとしてㄆᐃされた

（そのᚋッゴにⓎᒎしたが、「会♫の௧が

ྜ理であるとはいえない」などとして地

☜ㄆ・損ᐖ㈺ൾ等のㄳồはᲠ༷された）。 

 この件は、分♫化された会♫とᣢᰴ会♫ 

 

との㛫で⤥Ỉ‽にᕪがあったため、出向の 

状ែにおいては、ᣢᰴ会♫がそのᕪ㢠を㈇ᢸ

していたが、㌿⡠となるとᕪ㢠の⿵ሸがཷけ

られなくなることから、㌿⡠をᣄྰ、⤖ᯝ、

 られるなࡏとは関㐃のないᴗに␗動さࢫࣂ

どしたことに➃をⓎする。こうしたことから 

⪃えて、ࢫࣂᴗの経Ⴀ⎔ቃがཝしさを増し

ていることがᐃできよう。 

会♫におࢫࣂに関㐃していえば、大ᡭࢫࣂ 

いても㐠㌿ኈ㊊の顕在化から路⥺の編

（減౽・⦰ᑠ）や最⤊ࢫࣂの⧞り上ࡆ等がᐇ

施されたり、᥇⏝にあたって、ࢫࣂの務に

（出ᡤ）国土交通省ࢺࢧࣈ࢙࢘ 

図表１ 交通政策基本法の概要（平成 25 年 12 月 4 日公布・施行 法律第 92 号）           
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ᚲ要なචチの取ᚓᨭไ度を⏝ពしていても

⏝がప調であったり、の就⫋がỴまっ

たことで㎡㏥されたりという状況が報じられ

ている。 

 また、民㛫ᴗ⪅ྠኈの➇தにおいて、い

わࡺる「ࣜࢡー࣑࢟ࢫ࣒ンࢢ」が行われ、こ

の状況においては➇தと路⥺の⥔ᣢの୧❧が

ᅔ難であるなどとしてከくのࢫࣂ路⥺のᗫṆ

ᒆを提出するែとなった（そのᚋ、ᗫṆᒆ

は取りୗࡆられたが、当ヱᴗ⪅の労働組ྜ

は࢟ࣛࢺࢫを通告、⤖ᯝとして時㝈ࢺࢫや

㐠㈤ᚩᴗ務を行わない集ᨵᮐࢺࢫがᐇ施さ

れた）。 

 㕲道に┠を⛣すと、㕲道会♫が自ຊでの路

⥺の⥔ᣢがᅔ難になりࡘࡘあることをබ⾲し

たり、ࣖࢲᨵ正をዎᶵとして大ᖜな減౽を

ᐇ施したりする動きがぢཷけられ、ἢ⥺自治

య等においてはそれらの対ᛂに向けた༠㆟

等に㏣われている。 

 ୍方で、このような動きをඞ᭹するものと

して࢙ࣛࢩࢻや自動㐠㌿のᮇᚅが高ま

っている。しかし、እ国人᪑行⪅向けのいわ

に悪⏝されたり、自動㐠㌿中「ࢡⓑタ」るࡺ

のṚஸᨾもⓎ生したりしている現状におい

て、少なくとも日本では、ไ度やᢏ⾡の☜❧

が༑分であるとᛮわれる。 

 

(3)බႠ㏻にᑐࡍるᅽຊ 

 ḟに、බႠ交通における民Ⴀ化や民㛫ጤク

 。のᅽຊをᴫ観しよう

 この民Ⴀ化ᅽຊは、ᚲずしも交通ᴗに㝈

らず、地方බႠᴗ全⯡に、さらには、୍⯡

会計で౪⤥される行政ࢧーࢫࣅにおいても、

「බⓗࢧーࢫࣅの⏘ᴗ化」というࣟࢫー࢞ン

のもとでᗈくᒎ開されている。 

 「බⓗࢧーࢫࣅの⏘ᴗ化」は、いわࡺる

「㦵ኴの方㔪」の 2015 年∧にⓏሙし、象ᚩ

ⓗな୍⠇をᘬ⏝すると「ᐁ民のࢥーࣝࢵࣇ

テンࢢを全てのබඹࢧーࢫࣅにおいてᚭᗏ

する観点から、つไᨵ㠉等を加㏿する」とあ

る。 

 交通をめࡄってこの㛫、つไ⦆が相当⛬

度㐍ᒎしたことは、それなりのඹ通ㄆ㆑であ

るとᛮわれるが、その⤖ᯝが、ここまで㏙べ

たような経Ⴀ⎔ቃである。とすると、むしろ、

交通に関してはබⓗな主యのᙺが大きくな

るᚲ要があるともᛮわれるが、そのような政

策ᒎ開にはなっていない。 

 総務省では、「බႠᴗの経Ⴀのあり方に

関する研究会」を組⧊し、その報告書が

2017 年 3 月に♧されているが、総務省がྠ

研究会にồめたのは、地方බႠᴗが地方බ

Ⴀᴗとしてどのように経Ⴀを⥅⥆すべきか

ではなく、地方自治యが、ᴗᗫṆ、民Ⴀ

化・民㛫譲Ώ、ᗈ域化、民㛫ά⏝といった

「ᢤ本ⓗなᨵ㠉」を᳨ウするためのཧ⪃にな

るලయⓗな⪃え方や␃ព点等であった。 

 こうした「ᢤ本ⓗなᨵ㠉」のὶれは、2014

年 8月に総務省がⓎ出した文書「බႠᴗの

経Ⴀに当たっての␃ព㡯にࡘいて」（௨ୗ、

「␃ព㡯」という）に➃をⓎしているとᛮ

われる。そこで㔜どされているもののࡦとࡘ

が「経Ⴀᡓ␎」の策ᐃである。ḟ⠇では、交

通ᴗを中ᚰにこの経Ⴀᡓ␎を取り上ࡆよう。 

 

㸰．地᪉බႠᴗのࠕ経Ⴀᡓ␎ࠖ 

 

（1）⥲ົ┬ᩥ᭩の経Ⴀᡓ␎ࡣ 

 まず、ここでいう「経Ⴀᡓ␎」がいかなる

ものを指しているかを☜ㄆするため、この言

ⴥの㎡書ⓗなពを☜ㄆしておきたい。 
 ࠗᗈ㎡ⱌ 第 7 ∧࠘によれば、「経Ⴀᡓ

␎」とは、「እ部に対して、ᴗがຠᯝⓗに

㐺ᛂするためのᇶ本ⓗな方㔪・方策。⊃⩏に

は、経Ⴀࣙࢪࣅンをᐇ現するための方策。」

であるとされ、「経Ⴀࣙࢪࣅン」とは、「

ᴗのあるべきᑗ᮶ീに対するᵓないし㢪

ᮃ。」とされている。 
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 「␃ព㡯」において、経Ⴀᡓ␎は「ྛබ

Ⴀᴗが、ᑗ᮶にわたってᏳᐃⓗにᴗを⥅

⥆していくための中㛗ᮇⓗな経Ⴀのᇶ本計

⏬」であるとされている。また、経Ⴀ計⏬策

ᐃにあたり、௨ୗの点にࡘいてᡤ⏝の᳨ウを

行った上で策ᐃすることが㐺当であるとして

いる。

すなわち、

ձ ≉ู会計ごとの策ᐃをᇶ本とすること

ղ ᴗ及ࡧ地域の現状と、これらのᑗ᮶ぢ通

しを㋃まえたものであること

ճ 中㛗ᮇⓗなど点から経Ⴀᇶ┙のᙉ化等に取

り組むことができるように、計⏬ᮇ㛫は  10 
年௨上をᇶ本とすること

մ 計⏬ᮇ㛫中にᚲ要な住民ࢧーࢫࣅを提౪す

ることがྍ⬟となっていること

յ 「ᢞ㈨ヨ算」をはじめとするᨭ出と「財※

ヨ算」により♧されるධがᆒ⾮したᙧで

「ᢞ㈨・財政計⏬」が策ᐃされていること

ն ຠ⋡化・経Ⴀ全化のための取組方㔪が♧

されていること

である。

 さらに、交通ᴗにࡘいては、ᴗู␃ព

㡯として、௨ୗの内容が♧されている。

(1) 交通ᴗにࡘいては、Ᏻ全性の☜ಖに␃ព

しࡘࡘᴗの経済性をⓎすること

また、民㛫ጤク等による経㈝の๐減や㐟ఇ㈨

⏘等の᭷ຠά⏝による┈の増加等、経Ⴀの୍

ᒙの全化・ຠ⋡化にດめること

(2) 地ୗ㕲ᴗ等にあっては、ᕧ㢠のᘓタ㈝を

要しᨭがᆒ⾮するまでにᴟめて㛗いᮇ㛫を要

する。≉に新⥺ᘓタ等にࡘいては、ᴗの経Ⴀ

状況が地方බඹᅋయの財政に㔜大な影響を及ぼ

しᚓることから、そのᚲ要性、㟂要の動向、᥇

算性、ᴗのᐇ現ྍ⬟性及ࡧ関㐃ᴗ・計⏬と

のᩚྜ性等を༑分に᳨ウの上、ៅ㔜に対ฎする

こと

(3) ーࢧᴗにあっては、බႠᴗとしてࢫࣂ

⥺いて、᥇算性や路ࡘ౪⤥を行うᚲ要性にࢫࣅ

⥔ᣢのᚲ要性等の観点からぢ┤しを行い、民㛫

のᴗ譲Ώ等の㑅ᢥ⫥を含め᳨ウするᚲ要

があること。なお、民㛫のᴗ譲Ώを行うሙ

ྜは、路⥺のᗫṆ等による住民ࢧーࢫࣅの影

響を⪃៖した上で、譲Ώඛᴗ⪅との調ᩚにດ

めること

また、බႠᴗによりࢧーࢫࣅ౪⤥を⥅⥆す

るሙྜには、⫋ဨᐃ数や⤥Ỉ‽の㐺正化等、

経Ⴀຠ⋡化にດめること

≉に、ࢫࣂᴗ㐠㌿ᡭの⤥等にࡘいては、

総ྜⓗな点᳨を行い、その現状、ぢ┤しに向け

たᇶ本ⓗな⪃え方、ලయⓗな取組内容等を策ᐃ

しබ⾲するよう要ㄳしてきたところであるが、

ᘬき⥆き、当ヱබႠᴗの経Ⴀの状況そのの

をも⪃៖しながら、≉に地域の民㛫ࢫࣂ

ᴗ⪅とのᆒ⾮に୍ᒙ␃ពし、住民の理解と⣡ᚓ

がᚓられる㐺正な⤥ไ度・㐠⏝となるように

すること

(4) 交通ᶵ関の路⥺等の㓄⨨・編成、」数の

交通ᶵ関相のり⥅ࡂ⎔ቃのᩚഛ等にࡘいて

は、地域≉性、まち࡙くり等の地域ᡓ␎との୍

య性等に␃ពしながら᥎㐍していくことが㔜要

であることから、地域のබඹ交通࣡ࢺࢵࢿーࢡ

のᵓ築のためのᯟ組ࡳの中で、୍⯡行政部㛛

やそのの関ಀᶵ関、地域住民とのᐦ接な㐃ᦠ

のもとに᳨ウを行うことがᮃましいこと

数字で♧した全⯡ⓗな᳨ウ㡯にࡘいて

は、それど㐪ឤはないが、ᴗู␃ព

㡯の୍部の㡯┠には、㎡書ⓗなពでの「経

Ⴀᡓ␎」、「経Ⴀࣙࢪࣅン」や「ྛබႠᴗ

が、ᑗ᮶にわたってᏳᐃⓗにᴗを⥅⥆して

いくため」という経Ⴀᡓ␎策ᐃの┠ⓗに↷ら

して、方向性を␗にするようにᛮわれる。

≉にࢫࣂᴗに関して言及した(3)の「民

㛫のᴗ譲Ώ等の㑅ᢥ⫥を含め᳨ウする

ᚲ要がある」に現われているが、බႠᴗと

しての経Ⴀᡓ␎にそのᗫṆの᳨ウも含むとい

16　自治研かながわ月報 2018年6月号（No.171）



1� 

 「␃ព㡯」において、経Ⴀᡓ␎は「ྛබ

Ⴀᴗが、ᑗ᮶にわたってᏳᐃⓗにᴗを⥅

⥆していくための中㛗ᮇⓗな経Ⴀのᇶ本計

⏬」であるとされている。また、経Ⴀ計⏬策

ᐃにあたり、௨ୗの点にࡘいてᡤ⏝の᳨ウを

行った上で策ᐃすることが㐺当であるとして

いる。

すなわち、

ձ ≉ู会計ごとの策ᐃをᇶ本とすること

ղ ᴗ及ࡧ地域の現状と、これらのᑗ᮶ぢ通

しを㋃まえたものであること

ճ 中㛗ᮇⓗなど点から経Ⴀᇶ┙のᙉ化等に取

り組むことができるように、計⏬ᮇ㛫は  10 
年௨上をᇶ本とすること

մ 計⏬ᮇ㛫中にᚲ要な住民ࢧーࢫࣅを提౪す

ることがྍ⬟となっていること

յ 「ᢞ㈨ヨ算」をはじめとするᨭ出と「財※

ヨ算」により♧されるධがᆒ⾮したᙧで

「ᢞ㈨・財政計⏬」が策ᐃされていること

ն ຠ⋡化・経Ⴀ全化のための取組方㔪が♧

されていること

である。

 さらに、交通ᴗにࡘいては、ᴗู␃ព

㡯として、௨ୗの内容が♧されている。

(1) 交通ᴗにࡘいては、Ᏻ全性の☜ಖに␃ព

しࡘࡘᴗの経済性をⓎすること

また、民㛫ጤク等による経㈝の๐減や㐟ఇ㈨

⏘等の᭷ຠά⏝による┈の増加等、経Ⴀの୍

ᒙの全化・ຠ⋡化にດめること

(2) 地ୗ㕲ᴗ等にあっては、ᕧ㢠のᘓタ㈝を

要しᨭがᆒ⾮するまでにᴟめて㛗いᮇ㛫を要

する。≉に新⥺ᘓタ等にࡘいては、ᴗの経Ⴀ

状況が地方බඹᅋయの財政に㔜大な影響を及ぼ

しᚓることから、そのᚲ要性、㟂要の動向、᥇

算性、ᴗのᐇ現ྍ⬟性及ࡧ関㐃ᴗ・計⏬と

のᩚྜ性等を༑分に᳨ウの上、ៅ㔜に対ฎする

こと

(3) ーࢧᴗにあっては、බႠᴗとしてࢫࣂ

⥺いて、᥇算性や路ࡘ౪⤥を行うᚲ要性にࢫࣅ

⥔ᣢのᚲ要性等の観点からぢ┤しを行い、民㛫

のᴗ譲Ώ等の㑅ᢥ⫥を含め᳨ウするᚲ要

があること。なお、民㛫のᴗ譲Ώを行うሙ

ྜは、路⥺のᗫṆ等による住民ࢧーࢫࣅの影

響を⪃៖した上で、譲Ώඛᴗ⪅との調ᩚにດ

めること

また、බႠᴗによりࢧーࢫࣅ౪⤥を⥅⥆す

るሙྜには、⫋ဨᐃ数や⤥Ỉ‽の㐺正化等、

経Ⴀຠ⋡化にດめること

≉に、ࢫࣂᴗ㐠㌿ᡭの⤥等にࡘいては、

総ྜⓗな点᳨を行い、その現状、ぢ┤しに向け

たᇶ本ⓗな⪃え方、ලయⓗな取組内容等を策ᐃ

しබ⾲するよう要ㄳしてきたところであるが、

ᘬき⥆き、当ヱබႠᴗの経Ⴀの状況そのの

をも⪃៖しながら、≉に地域の民㛫ࢫࣂ

ᴗ⪅とのᆒ⾮に୍ᒙ␃ពし、住民の理解と⣡ᚓ

がᚓられる㐺正な⤥ไ度・㐠⏝となるように

すること

(4) 交通ᶵ関の路⥺等の㓄⨨・編成、」数の

交通ᶵ関相のり⥅ࡂ⎔ቃのᩚഛ等にࡘいて

は、地域≉性、まち࡙くり等の地域ᡓ␎との୍

య性等に␃ពしながら᥎㐍していくことが㔜要

であることから、地域のබඹ交通࣡ࢺࢵࢿーࢡ

のᵓ築のためのᯟ組ࡳの中で、୍⯡行政部㛛

やそのの関ಀᶵ関、地域住民とのᐦ接な㐃ᦠ

のもとに᳨ウを行うことがᮃましいこと

数字で♧した全⯡ⓗな᳨ウ㡯にࡘいて

は、それど㐪ឤはないが、ᴗู␃ព

㡯の୍部の㡯┠には、㎡書ⓗなពでの「経

Ⴀᡓ␎」、「経Ⴀࣙࢪࣅン」や「ྛබႠᴗ

が、ᑗ᮶にわたってᏳᐃⓗにᴗを⥅⥆して

いくため」という経Ⴀᡓ␎策ᐃの┠ⓗに↷ら

して、方向性を␗にするようにᛮわれる。

≉にࢫࣂᴗに関して言及した(3)の「民

㛫のᴗ譲Ώ等の㑅ᢥ⫥を含め᳨ウする

ᚲ要がある」に現われているが、බႠᴗと

しての経Ⴀᡓ␎にそのᗫṆの᳨ウも含むとい
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うのは、ᗫṆによりබඹࢧーࢫࣅのᏳᐃⓗな

౪⤥を┠指す（そこで㔜要となるのが、(4)
にある୍⯡行政部㛛等との㐃ᦠである）こと

はありᚓるとしてもやはり㐪ឤがある。 
こうしたࢫࣂᴗの言及に影響をえた

とᛮわれるのが、「බႠᴗの経Ⴀのあり方

に関する研究会」報告書である。ྠ報告書に

おいてࢫࣂᴗは、「民㛫ᴗ⪅が代᭰ྍ⬟

な༊㛫では、ᚲずしもබႠᴗとしてᴗを

行うᚲ要はない」ものであり、その代᭰が難

しいような地域であっても、地方බႠᴗで

はなく「ࢽ࣑ࣗࢥテࢫࣂの㐠行等の代᭰ᡭ

ẁもある」ものとして⨨࡙けられている。 
 
 経Ⴀᡓ␎ࠖの⌧ᐇࠕ(2)

そのᚋ総務省が♧した「経Ⴀᡓ␎ࣛࢻ࢞

⩏ン（ᨵゞ∧）」によれば、経Ⴀᡓ␎のᐃ

は、ᴗ（ᴗ）及ࡧ地域の現状と、これら

のᑗ᮶ぢ通しを㋃まえたものであること、計

⏬ᮇ㛫が 10 年௨上となっていること（やむ

をᚓず 10 年ᮍ‶とするሙྜ、理⏤にࡘいて

住民・㆟会にㄝ᫂されていること）、計⏬ᮇ

㛫内にᨭᆒ⾮していること（ᨭᆒ⾮して

いないሙྜでも、ᨭࣉࢵࣕࢠの解ᾘに向け

た取組の方向性や᳨ウయไ・ࣗࢪࢣࢫーࣝが

グ㍕されていること）、ຠ⋡化・経Ⴀ全化

のための取組方㔪が♧されていること、㐍ᤖ

⟶理（ࣔࢽタࣜンࢢ）やぢ┤し（ࣟーࣜン

等の経Ⴀᡓ␎のᚋ᳨ド、᭦新等に関す（ࢢ

る⪃え方がグ㍕されていること、住民・㆟会

にබ開されていることの 6 点が‶たされて

いればᵝᘧのいかんにかかわらず経Ⴀᡓ␎と

して取りᢅわれるものとされている。 
たとえば、ภ館市ᴗᒁ交通部では「ภ館

市交通ᴗ経Ⴀࣙࢪࣅン 2017－2026」を策

ᐃしているが、これがภ館市の路㠃㟁㌴ᴗ

における経Ⴀᡓ␎となっている。 
神奈川県内の交通ᴗをႠむ地方බႠᴗ

（ලయⓗには、横市交通ᒁと川崎市交通ᒁ

の 2 ᅋయ）の経Ⴀᡓ␎策ᐃ状況を☜ㄆして

おこう。総務省がබ⾲している 2017 年 3 月

ᮎ時点での策ᐃ状況によると、いずれのᅋయ

も策ᐃ状況は「ᮍ着ᡭ」となっている（横

市交通ᒁは策ᐃ予ᐃ年度ᮍᐃ、川崎市交通ᒁ

は 2018 年度を策ᐃ予ᐃ年度としている）。 
୧ᅋయのこのようなࢫタンࢫは、いかなる

⫼景によるものか⯆῝いともいえる。 
 
㸱．市ሙ࡛㏻ᴗがࡘࡓࡾ࡞㸽 
 
(1)日ᮏの㏻政策のࢫࣥࢱࢫ  

ここまで、බඹ交通では、民㛫ᴗにおけ

る経Ⴀ⎔ቃが悪化しているにもかかわらず、

≉にࢫࣂᴗにࡘいては、බඹ部㛛での民Ⴀ

化ᅽຊがᙉまっている状況を☜ㄆした。 
 経済学においてよくᣲࡆられる市ሙが成り

᮲件には、りᡭも㈙いᡭもከ数Ꮡ在すࡘ❧

る、౯᱁ᨭ㓄ຊをᣢたない、ၟရがྠ㉁であ

る、ཧධ㞀ቨがない、などがある。ただし、

これは、いわࡺる全➇த市ሙのሙྜであり、

周▱の通り、現在民㛫ᴗがᒎ開している交

通ᴗは全に➇தⓗなわけではなく、政ᗓ

部㛛が౯᱁に対するつไを行うなどの関が

行われている。 
 このような➇தⓗな市ሙの成❧᮲件と⾲

୍యの関ಀにあるのが「市ሙのኻᩋ」という

⪃え方であろう。㈝⏝㏴減⏘ᴗ、እ部性、බ

ඹ財、⊂༨、報の㠀対⛠などが生じるሙྜ

にはこれらを正するため、政ᗓが市ሙに

ධすることが理ㄽⓗに正当化されている。交

通ᴗのሙྜ、㕲道や地ୗ㕲などは、㈝⏝㏴

減⏘ᴗに⨨࡙けられることがከい。 
 ཝᐦな国㝿比㍑を自分でおこなったり、

のඛ行研究で☜ㄆしたりしたわけではないが、

大㒔市ᅪの⚾㕲のᏑ在などにより、日本では

交通に関して市ሙがよくᶵ⬟しているとࡳな

されているようである。 
 このእⓗにᶵ⬟している大㒔市ᅪの交通
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をᇶ‽に全国の交通政策を᳨ウすべきではな

いとᛮわれるが、「බႠᴗの経Ⴀのあり方

に関する研究会」報告書では、地ୗ㕲ᴗに

おいても、「┈性が高く、⣼✚Ḟ損㔠を解

ᾘしたᴗは、民Ⴀ化・民㛫譲Ώの᳨ウ対象

とすべきである」としており、ᐇ㝿に、

2018 年 4 月からは、大㜰市Ⴀ地ୗ㕲が民Ⴀ

化され大㜰市高㏿㟁Ẽ㌶道ᰴᘧ会♫（大㜰࣓

。として出Ⓨした（ࣟࢺ

㟂⤥調ᩚつไの⦆など、日本では市ሙで

බඹ交通が成り❧ࡘかのような政策がᒎ開さ

れてきたが、ᚋもこのような政策ࢫタンࢫ

を⥆けることがྍ⬟であろうか。ྍ⬟でない

としたら、どのような状況のኚ化が最もᙉく

影響しているのであろうか。

 つไを⦆し➇தをಁ㐍するሙྜ、そのຠ

ᯝとして現れるのは、ᴗのཧධ増加であ

る。たとえば、高㏿ࢫࣂのᴗでは、これま

でのᴗ⪅に加えてࢶーࢫࣂᴗ⪅が新つ

ཧධすることによってప౯᱁化にᢿ㌴がかか

った（㐣当➇தがⓎ生し、㐠㌿ኈ等の労働⎔

ቃが悪化、῝้なᨾにもࡘながったことは

␃ពしておかなければならない）。

(2)人口減少࣭少Ꮚ高㱋の影響

㏫に、市ሙにまかࡏておくことがᅔ難とな

る状況もⓎ生している。➃ⓗには、人口減

少・少Ꮚ高㱋化がそれである。人口が減れば、

බඹ交通の⏝⪅全యが減少するし、少Ꮚ化

が㐍めば、බඹ交通をᚲ要とする主要なᒙの

が減少することࢬーࢽのである通学ࡘとࡦ

になる。

 国㕲民Ⴀ化に㝿して、୍ᐃのᇶ‽よりも᪑

ᐈ㍺㏦ᐦ度のᑠさい路⥺を≉ᐃ地方交通⥺と

して民Ⴀ化ᚋの JR にᘬき⥅がず、原๎は㕲

道をᗫṆしࢫࣂに代᭰、୍部は、第୕セࢡタ

ーによる㕲道ᴗを⥅⥆することにした。

交通の路⥺を⥔ᣢするᇶ‽としてタᐃされ

たこれらのᇶ‽の᳨ウがᚲ要であるとᛮわ

れる。

 そして、近年になってより῝้さを増して

いるのが人口減少・少Ꮚ高㱋化の影響からき

ているとᛮわれる労働ຊの㊊である。ᅗ⾲

2 は、2001 年と 2015 年の㐠㌿චチಖ᭷⪅

の年代ู࢙ࢩを♧したものである。

これをࡳると、35 ṓから 55 ṓの㛫で全య

の約༙分の࢙ࢩを༨めているのは、୧方の

年でඹ通だが、それより上の年代の࢙ࢩが

（出ᡤ）ࠗ交通Ᏻ全ⓑ書࠘ྛ年∧より作成。
図表 2 㐠㌿චチಖ᭷⪅の年௦ู䝅䜵䜰 
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大きくなり、ⱝいୡ代の࢙ࢩがᑠさくなっ 
ていることが☜ㄆできる。≉に、75 ṓ௨上

の༨めるྜがこの㛫約 3 倍になっており、

などのᬑ及があっても、地方部࢙ࢩࢻࣛ

では提౪するഃも⏝するഃも高㱋⪅という

ことになりそうだ。 
 こうした現状を㋃まえて、国や地方自治య
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のはఱか。最近ຮᙉしたり執筆したりしたこ

とからⱝᖸの㆟ㄽをヨࡳたい。 
 
㸲．地域බඹ㏻政策に向࡚ࡅ 
 
(1)㏻政策に࡚࠸࠾⮬యがᯝࡍࡓᙺ 

 ⤖ㄽからいうと、交通に向けた政策をᐇ施

するための財※が地方自治యにᚲ要であると

いうことになるのだが、どのような財※がᮃ

ましいかを᳨ウしてࡳたい。 
 その㆟ㄽにධる前に、交通政策における地

方自治యの㈐務等を⡆༢に☜ㄆしたい。交通

政策ᇶ本ἲにおいては、地方බඹᅋయの㈐務
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り、交通に関し、国との㐺ษなᙺ分ᢸを㋃

まえて、その地方බඹᅋయの༊域の自然ⓗ経

済ⓗ♫会ⓗㅖ᮲件にᛂじた施策を策ᐃし、及

ᐇ施する㈐務を᭷する」、「地方බඹᅋయࡧ

は、報の提౪そののά動を通じて、ᇶ本

理ᛕに関する住民そのの⪅の理解を῝め、

かࡘ、その༠ຊをᚓるようດめなければなら

ない」（第 9 ᮲、第 9 ᮲ 2）とᐃめられてい

る。地域බඹ交通ά性化生ἲにおいては、

国等のດຊ⩏務として「市町村は、（中␎）

主యⓗにᣢ⥆ྍ⬟な地域බඹ交通⥙のᙧ成に

㈨する地域බඹ交通のά性化及ࡧ生に取り

組むようດめなければならない」（第 4 ᮲

3）、「㒔道ᗓ県は、（中␎）ᗈ域ⓗなぢ地

から、ᚲ要なຓ言そののຓを行うととも

に、（中␎）、市町村とᐦ接な㐃ᦠをᅗりࡘ

主యⓗにᣢ⥆ྍ⬟な地域බඹ交通⥙のᙧ成ࡘ

に㈨する地域බඹ交通のά性化及ࡧ生に取

り組むようດめなければならない」（第 4
᮲ 2）としており、地方自治యのᙺを㔜ど

していることがわかる。 
 ただし、交通政策ᇶ本ἲにおける財※に関

するつᐃは、「政ᗓは、交通に関する施策を

ᐇ施するためにᚲ要なἲไ上ཪは財政上のᥐ

⨨そののᥐ⨨をㅮじなければならない」

（第 13 ᮲）としているだけでලయⓗな財※

を♧すなど㋃ࡳ㎸んだつᐃはなされていない。 
 

 の㏻㈇ᢸ㔠ไ度ࢫࣥࣛࣇ(2) 

いわࡺる「交通ᶒ」をつᐃしたとされるࣇ

ࣛンࢫ国内交通ᇶ本ἲ（LOTI）においては、

「交通㐠Ⴀに関わる㈨㔠は原๎として⏝⪅

が㈇ᢸする」としながら、「ሙྜによっては、

国、地方බඹᅋయあるいは┤接・㛫接にࢧー

の┈をཷけるཷ┈⪅が㈇ᢸする」としࢫࣅ

て、施策と財※がある⛬度య⣔化されている

ようだ。また、施策のホ౯にࡘいては、᥇算

性ではなく♫会ⓗ経済性によるຠ⋡性を㔜ど

しなければならないと᫂グされているという。 
 その財※としては、交通㈇ᢸ㔠・交通⛯と

もヂされる Versement Transport（VT）が

㠀ᖖに㔜要なᙺをᯝたしている。 
 VT は、㒔市自治యが域内のᴗᡤ（ᴗ

およࡧබⓗᶵ関・学ᰯや㝔などのබ┈ἲ

人）に対して、ᚑᴗဨの⤥を課⛯࣋ーࢫと

して㒔市බඹ交通の財※を課⛯する地方⛯ไ

度である。ᐇ上のἲᐃ┠ⓗ⛯であり、ᐃめ

られた᮲件の⠊ᅖ内で、自治యが自らの㔞

でᚩ⛯するかྰか㸪およࡧ⛯⋡のỴᐃを行う

ことができるという。 
VT は、㒔市බඹ交通のᘓタ㈝（㈨本㈝）

ならࡧに㐠Ⴀ㈝の財※にてることができ㸪

またබඹ交通と自㌿㌴の㐃ᦠᙉ化に関㐃する

ᴗ㈝にもてることができる。 
 LOTI、VT にࡘいては、༡⪽୍㑻「ࣛࣇ

ンࢫ交通㈇ᢸ㔠のไ度ྐと政策ⓗ含ព」ࠗ財

公共交通政策をめぐる現状と課題　19
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政とබඹ政策࠘52、2012 年、ᯈ㇂ஓ・᳃

本❶「ࣛࣇンࢫのබඹ交通をάかしたまち

࡙くり」ࠗ㒔市とࢼࣂ࢞ン࠘ࢫ第 24 ྕ、

2015 年などのཧ⪃文⊩をཧ↷されたい。 
 VT は、日本のไ度でᴗᡤ⛯に近いよう

である。日本のሙྜ、地域බඹ交通の☜ಖに

 。いては≉ู交⛯が中ᚰであるࡘ
 ≉ู交⛯に関する報は少なく、㞧ㄅ

ࠗ地方財務࠘や日本ࢫࣂ༠会がබ⾲している

ࠗ日本のࢫࣂᴗ࠘などから数್を集して

くることとなるが、年々増加しており、

2016 年度には 601 ൨となっている。着ᐇ

に増加しているものの、交通政策ᇶ本ἲが成

❧・施行したからといってそのࣞࢺンࢻが大

きくኚ化したわけではない。ᬑ通交⛯ᥐ⨨

もⓙ↓ではないが、ໟᣓ算ᐃ経㈝に含まれて

いるとᛮわれ、全యでどれくらいが、交通の

ために⏝いることができる財※かを▱ること

はᅔ難である。 
 
 のබඹ㏻࡚ࡋࠖࢬ࣮ࢽ࣭ࣥࣔࢥࠕ(3)

 ᚋの交通に関する財※にࡘいて、どのよ 

うに⪃えたらよいか、自治労本部「人口減少

時代の自治య財政ᵓࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ報告書」

から㆟ㄽにᚲ要なᮦᩱを調㐩しよう（ᅗ⾲

㸱）（ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ報告書の内容にࡘいては、 
http://www.jichiro.gr.jp/wp-content/themes 
/jichiro/pdf/finance.pdf をཧ↷のこと）。 
では、㞀ᐖ、、ኻᴗなどࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

のㄡもが┤㠃しうる生ά上のᅔ難とᏊ⫱て、

教⫱、地域交通など♫会・地域をᣢ⥆ྍ⬟に

するᇶ♏ⓗな᮲件を「ࣔࢥン・ࢽーࢬ」と

⨨け、その、財※の現状等が㆟ㄽされた

（筆⪅は、務ᒁとしてཧ加し、௨ୗに㏙べ

る「ࣔࢥン・ࢽーࢬ」としてのබඹ交通とそ

の財※のあり方にࡘいては⚾ぢである）。 
 බඹ交通との政策分㔝を比㍑するため、

まず、ᅗ⾲ 3 と᳃ᯘ⎔ቃをめࡄる政策ᒎ開

を᳨ウしよう。 
 ᳃ᯘ⎔ቃಖ全をめࡄって、国⛯の᳃ᯘ⎔ቃ

⛯ᑟධの動きがある。⛯ไのไ度タ計のあり

方などㄽ点はከいが、ここではそれにゐれず、

この国⛯のᑟධは、ᅗ⾲ 3 でいうところの

A の部分を増ᙉすることになる。 

（出ᡤ）自治労「人口減少時代の自治య財政ᵓࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ報告書」 

図表 3 䝁䝰䞁・䝙䞊䝈の概ᛕ図 
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 ୍方、神奈川県ではỈ※⎔ቃಖ全⛯という

ᙧで、また、横市では横ࡳどり⛯という

ᙧで、県民市民が㈇ᢸを行い施策をᐇ施して

いる。これらのไ度のタに当たっては、A
で㈥えない部分をỈ※地近㑹に住む人も㒔市

部に住む人も㈇ᢸをしྜいながらよりよい⎔

ቃをᩚഛしていくことが┠指された。 
 したがって、回 A が増ᙉされることに

より、Ỉ※⎔ቃಖ全⛯や横ࡳどり⛯によっ

て㈥われていた財※の全部（または୍部）が

要となれば、これらの㉸㐣課⛯は要とな

りᗫṆ（またはᚩ㢠の減㢠）がなされるこ

とになる。 
では、現在ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ  B（᪤Ꮡのᴗの

↓ൾ化）や C（୍部自治యの⊂自施策のᬑ㐢

化）の㡿域にあたる㈇ᢸにࡘいて、最⤊ⓗに

は A で㈥うべきであるが、現状それがᅔ難

であることに㚷ࡳ、「㐃ᖏ⛯」という組ࡳ

により㈥おうというものである。 
 VT のに↷らࡏば、ᴗᡤ⛯を課⛯して

いる自治యがྠ⛯を୍ᩧに増⛯し、その増⛯

分を全国の地域බඹ交通に⏝いるという࣓

ーࢪであるとᛮわれる。 
 しかし、日本のሙྜまだまだ地域බඹ交通

に関しては A の㡿域がᅽ倒ⓗに㊊してい

るようにᛮわれる。 
 そこで、ḟに⪃えられるのが、ἲᐃእ⛯や

地方∧の᳃ᯘ⎔ቃ⛯で⏝いられている㉸㐣課

⛯のά⏝である。あるいは、交通に関する新

たなἲᐃ⛯のタも⪃えられよう。たとえば、

国⛯᳃ᯘ⎔ቃ⛯よりも᪩くලయⓗなᑟධのタ

がỴまっている新⛯に国㝿観ග᪑ᐈࢢン࣑

⛯（2019 年 1 月より出国⪅に୍ᚊ༓課

⛯）があるが、観ග政策には交通政策とᐦ接

に関わるものも含まれるため、ሙྜによると、

ⱝᖸは交通に関する㡿域 A がᗈがるྍ⬟性

もある。 
 しかし、日本の現状は、それ௨前にあるよ

うにᛮわれる。すなわち、交通の課題が政策

の課題として分に⨨いていないྍ⬟性

が高いと⪃えられるのである。ලయⓗな⛯を

ไ度タ計するሙྜ、その使㏵やᐃすべき⛯

等がᚲ須となるが、そもそもそれらをどの

Ỉ‽にタᐃすればよいかの㆟ㄽもとんどな

されていないのが現状であり、したがって、

交通政策ᇶ本ἲができても、第 13 ᮲のよう

に財政ⓗなᥐ⨨に関しては᭕にしかつᐃで

きないし、第 13 ᮲ができても、᪤Ꮡの財※

のᐇが加㏿するᵝᏊもぢཷけられないので

ある。 
 
(4)地᪉⮬యの㏻政策の୍⯡㈈※☜ಖ 

 そこで、まず、地方自治యの政策として交

通政策を⨨࡙ける工ኵが財政ไ度にもồめ

られる。その㝿、㔠㢠ⓗにはᮇᚅできないも

のの、ある⛬度のຠᯝをᣢࡘとᛮわれるのが、

ᬑ通交⛯のᇶ‽財政㟂要㢠を算ᐃする㝿、

そのಶู算ᐃ経㈝に交通を⨨࡙けることで

ある。 
 というのは、神奈川県には୍ᐃ数の交

ᅋయがᏑ在するものの、日本のከくの地方自

治యは交ᅋయであり、地方交⛯ไ度の動

向には大きなὀ┠が集まる。いわࡺる「ࢵࢺ

ー方ᘧ」のように、時としてそのὀࢼンࣛࣉ

┠がㄗった࢘ࢼンࢫຠᯝをᣢってしまうこ

ともあるが、ಶู算ᐃ経㈝の㡯┠の新タとな

れば、ከくの自治యには、交通政策が㔜要な

政策であり、財※ಖ㞀されるべき分㔝である

という࢘ࢼンࢫは༑分にఏわるものとᛮわ

れる。それにより、交通をᢸう部⨫や人ဨの

ᐇもᮇᚅできよう。 
 ただし、ᬑ通交⛯の交㔠は୍⯡財※で

あるため、算ᐃされた㟂要㢠だけ交ᅋయで

交通政策がᒎ開されるಖドはない。「㔠㢠ⓗ

にはᮇᚅできない」としたのはそのためであ

る。また、国の財政状況もᛴにᨵၿするとは

ᛮえず、㡯┠が新タされたからといって、୍

⯡財※のಖ㞀がその分ᣑすることもᮇᚅし
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にくい状況である。 
 しかし、地方自治యがこの࢘ࢼンࢫをཷ

けṆめ、当ヱ自治యにおける地域බඹ交通の

あり方をより┿に᳨ウすることにより、ᚲ

要な施策とᚲ要な財※が᫂らかになってくる

とᛮわれる。 
 その㝿に課題となるのが、ఱを地域の交通

の ᐃ༢とするかであるとᛮわれる。人口

や㠃✚といった指ᶆのከᐻではබඹ交通に対

するࢽーࢬをᯒ出することが難しい。 
 交通には、「ࢫࣟࢡセࢡター・ࢵࣇࢿ࣋

があるとされ、交通がᐇすることによ「ࢺ

って⚟♴などの分㔝のṓ出の⠇約がᮇᚅで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

きるとされている。㏫に、交通が౽となる

ことでእ出ᶵ会が減り、通㝔をㅉめたりする

ことでが㔜⠜化したり要ㆤ度が悪化し

たりするྍ⬟性があることも研究成ᯝの✚

がなされࡘࡘある（ᖹᑄᒣ大学准教授の

ᴗ⦼など）。 
 これらの研究成ᯝからᇶ‽財政㟂要㢠のಶ

ู算ᐃ経㈝として地域බඹ交通政策を⨨࡙

けることが、すなわち、交通をめࡄる地方の

「୍⯡財※」☜ಖの組ࡳを☜❧することが

㎽㐲であるようにᛮわれるが、ᐇは、最もồ

められている施策ではないかと⪃える。 
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 編集後記

　5月16日に「政治分野における男女共同参画推進法」が成立した。昨年の通常国会で成立が

見込まれていたものが採決に至らず廃案となっていたため、ようやく成立までたどり着いたと

いう印象である。これにより、選挙の際に男女の候補者ができる限り均等となることを目指す

という基本原則に沿って、政党や政治団体には男女の候補者数について目標設定をするなど、

自主的な取り組みについての努力義務が課されることとなった。ただし目標設定が法的拘束力

をもたないことから、実効性に対しては疑問視されている。

　本誌では、昨年4月号掲載の千葉景子元参議院議員へのインタビューの中で、政治の場への

女性の参加拡大を取り上げたが、そこでは戦後参政権を得た女性たちが「祭りのようなノリ」

で初めての選挙に立候補したり、応援演説に参加した様子が話題となった。来春の統一地方選

挙で、新法の理念を実現するにはまず、女性の候補者を「育成」するという発想から脱却する

ことが必要なのかもしれない。

 

（谷本有美子）

巻頭言
　「働き方改革」といえば電通社員だった高橋まつりさんの過労死事件をすぐ思い浮か

べる。電通「鬼十則」の第5「取り組んだら放すな！殺されても放すな！」に象徴され

る過酷な労働環境の中で心身を消耗させられ、自殺に追い込まれた前途有為な女性の

ことだ。あの悲劇を二度と繰り返すなと誰もが思い、安倍首相自身も施政方針演説で

そう述べた。ところが現在審議されている「働き方改革」法案は国民の悲痛な願いに

どこまで応えているのか多くの疑問が残る。

　法案には時間外労働が月間最長「100時間未満」とあり、過労死ラインといわれる月

間80時間を20時間近く超えても合法とされているのには唖然とした。労働者の健康よ

りも企業の都合を優先した結果である。

　当初法案に含まれていた裁量労働制の適用範囲の拡大は根拠となる調査資料の瑕疵

が明らかになった結果、削除された。この制度には労働者が自分の裁量で伸縮的な働

き方ができる長所がある一方、仕事のやり方や量について実質的に裁量権のない労働

者への制度の恣意的適用が行われると長時間労働から過労死に至るリスクが高い。政

府は制度の長所面だけ強調する態度は変えず、資料精査の上、再度法制化を図る意向

と言われる。

　法案の焦点の一つである高度プロフェッショナル制度は年間給与が1,075万円以上の

一部専門職を労働時間法規から除外し、彼らが柔軟な形で効率的に働けるようにする

ものであると政府は説明している。野党は高プロ制度が裁量労働制以上に危険な長時

間労働を招くとして撤回を求め続けている。高プロ制度は残業代ゼロ制度ともいわれ

る。残業割増賃金制度には企業の負担を高め、労働者の健康を守る目的がある。ここ

でも法案は労働者の健康よりも企業の利益を優先していると言わざるを得ない。

　総じて本法案は労働者の「働き方」ではなく、企業の「働かせ方」の自由度を高め

る改革の色彩が濃い。5月中旬には、上述した調査データの精査結果が厚労省から発表

されたが、それによれば全データの約2割が異常値として削除対象となった。これを

受けて立憲民主党など主要野党は、一致して本法案の撤回を政府に要求している。

　そもそも今国会における混乱は森友・加計学園問題等にみられる権力の乱用問題、

自衛隊PKO活動日報の隠ぺい問題、財務省等の公文書改ざんや幹部官僚の醜聞、そし

て何よりも働き方改革法案の根拠である調査データの瑕疵、など重大な失政の頻発に

よって引き起こされた。さらに審議の遅れから同一労働同一賃金、など同法案の重要

な論点についての審議も尽くされていない。このような状況下で強行採決の暴挙は絶

対に許されない。政府は率直に反省し、一から出直すべきである。政府の失政をただ

すまっとうな野党の奮闘に期待する。 ［2018年5月22日脱稿］
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１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価
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３.  自治研センターの資料集が活用でき、
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